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撮影者＝駒井卓氏（富山県高岡市） 

撮影データ 

 撮影場所：富山県上市町伊折 

 撮影器材：Canon EOS 5DMk3，24mm F2.0 露出 20 秒，ISO6400 トリミング 

 撮影時刻：2013 年 8月 16 日 25h04m Jst 

    



 

 

いるか座新星のスペクトル観測いるか座新星のスペクトル観測いるか座新星のスペクトル観測いるか座新星のスペクトル観測    

撮影・スペクトル解説 藤井貢 

文章 渡辺誠 

    

新星のスペクトル概説新星のスペクトル概説新星のスペクトル概説新星のスペクトル概説    

 新星の増光時には水素のバルマー線（Hα 線:波長 6562.8Å、Hβ 線:4861.3Å、Hγ 線:4340.5Å、Hδ 線:4101.7

Å）の輝線が見られます。その時に輝線は P Cyg プロファイルという形になることが多いようです。これは

輝線が長波長側に少しずれた広い山型になり、短波長側に吸収線を伴った谷型になることを指します。この

プロファイルは以下の現象により生じると考えられています。 

 新星が放出するガスは

様々な方向に膨張してい

ます。地球から見て星が

バックにない領域は自ら

光る輝線を放射していま

す。しかし、星がバック

にある領域では連続光を

放つ光球があるので、吸

収線になります。この領

域は地球に向かってガス

が近づく方向にあるので、

ドップラー効果により、

青い方向つまり短波長側

にシフトします。一方、

そのほかの輝線の領域は真正面に近づいている領域はほとんどなく、近づくガスもあれば遠ざかるガスも多

くあります。そこで、ドップラー効果により、長波長側に少しずれた広い山型になります。 

 

確認のた確認のた確認のた確認のためのスペクトル観測めのスペクトル観測めのスペクトル観測めのスペクトル観測 

 Liverpool John Moores 大学の M. J.Darnley ら(Atel 5279)は、14.909 日に La Palma にある 2m robotic 

Liverpool Telescope で、分光観測を行い、視線速度 2000 km/s の P Cygni profile を持った Hα をはじめと

する輝線がみられたことから、新星の初期の段階であることを確認しました。また、Gianluca Masi も、14.92

日に低分散の分光観測を行い、Hα 輝線を確認しています。 

    

藤井貢さんの観測藤井貢さんの観測藤井貢さんの観測藤井貢さんの観測    

日本では岡山県の藤井貢さんが観測され、VSOLJ メーリングリストに観測報告を寄せられました。

以下にそのデータを抜粋します。 

    

観測観測観測観測器材器材器材器材    

    望遠鏡：0.4m SCT F10 (Meade) 

分光器：FBSPEC-III R~500  CCD: ML6303E(FLI) 

    



 

 

新星のスペクトル観測新星のスペクトル観測新星のスペクトル観測新星のスペクトル観測    

    8888 月月月月 15151515 日日日日（極大前増光期：（極大前増光期：（極大前増光期：（極大前増光期：P Cyg P Cyg P Cyg P Cyg プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 P Cyg プロファイルの水素のバルマー線の輝線が顕著に見られます。Hα吸収線のセンターは輝線のセン

ターより約 1300km/s の青い波長側へシフトしています。これが新星の初期の爆発速度を表しています。他

に P Cyg プロファイルの FeⅡの輝線が多く（37：4489Å 4629Å 4520Å 4556Å、42：4924Å、5018

Å 5169Å、49：5198Å 5235Å、48：5363Å）見られます。O I 7477Å, 7773Å, 8446Å 輝線も弱い

ながら出現しているように 見受けられます。星間吸収をあまり受けていないのか、連続光は短波長側に強く

なっています。6 時間の間には大きなスペクトル変動はないようです。なお、天候がヘイジーで、雲も流れ

るなかでの観測でしたので、Flux 値はかなりいい加減な値となっています。 

 

    8888 月月月月 1111６日（極大期：６日（極大期：６日（極大期：６日（極大期：P Cyg P Cyg P Cyg P Cyg プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 



 

 

P Cyg プロファイルは顕著です。輝線が少し弱くなりましたが、弱くなるというより連続光成分が卓越し

てきて輝線が少なくなっているように見えるというイメージでしょうか？        

    

    8888 月月月月 1111７日（極大直後：７日（極大直後：７日（極大直後：７日（極大直後：P Cyg P Cyg P Cyg P Cyg プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル、、、、CaCaCaCaⅡ）Ⅱ）Ⅱ）Ⅱ）    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

輝線の出方がさらに少なくなった感じです。Ca II (8498Å, 8542Å)輝線 が認められます。 

連続光成分がどんどん強くなってきます。    

    

8888 月月月月 1111８８８８日（極大直後日（極大直後日（極大直後日（極大直後停滞期停滞期停滞期停滞期：：：：P Cyg P Cyg P Cyg P Cyg プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル、、、、CaCaCaCaⅡⅡⅡⅡ、バルマー輝線衰退、バルマー輝線衰退、バルマー輝線衰退、バルマー輝線衰退））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

昨夜よりさらに輝線は少なくなり、Hα輝線の箇所ですと、連続光レベルを 1 とすると輝線の高さは 0.5

くらいの感じです。Hγ輝線が見えにくくなってきました。 

 



 

 

8888 月月月月 19191919 日（極大直後停滞期：日（極大直後停滞期：日（極大直後停滞期：日（極大直後停滞期：P Cyg P Cyg P Cyg P Cyg プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル衰退、バルマー輝線再活動）衰退、バルマー輝線再活動）衰退、バルマー輝線再活動）衰退、バルマー輝線再活動）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルマーや Fe II 輝線が再度強く現れるようになりました。P Cyg プロファイルは弱くなっています。 

8 月 20 日には完全にみられなくなりました。20 日には Hα輝線の短波長側(主ピークより 25Å)スロープ上

に小さなピークが現れていました。 

 

輝線・吸収線の同定 

この日の詳細な輝線・吸収線の同定は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FeⅡの輝線がたくさん見られます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青色で書いた吸収線は地球大気による吸収線です。 

    

8888 月月月月 22222222 日（初期減光期：バルマー輝線再活動日（初期減光期：バルマー輝線再活動日（初期減光期：バルマー輝線再活動日（初期減光期：バルマー輝線再活動、、、、禁制線禁制線禁制線禁制線    [O I][O I][O I][O I]輝線輝線輝線輝線））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

バルマー輝線がますます強くなっています。19 日頃からみえていますが C II (7115Å)も強くなりました。

禁制線 [O I] （6300Å, 6364Å）輝線が見え始め、OI 7773Å、OI 8446Åが強くなりだしました。 

    

8888 月月月月 28282828 日（初期減光期：日（初期減光期：日（初期減光期：日（初期減光期：O IO IO IO I    8446844684468446ÅÅÅÅ輝線輝線輝線輝線の発達の発達の発達の発達））））    

 これ以降、スペクトル全体と輝線、吸収線の部分を拡大して表示した 2種類のグラフが 1 つのグラフに載

せられています。 

OI 7773Å、OI 8446Å輝線が発達し、隣の Ca II にまで影響を与えています。Fe II 輝線も相変わらず強 

いようです。 



 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

Hγ線（4340.5Å）付近の吸収線の 8 月中の変化を図にしておきます。 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



 

 

９月９日（極大から９月９日（極大から９月９日（極大から９月９日（極大から 3333 等等等等級減光期級減光期級減光期級減光期））））    

 FeII の輝線は相変わらず強いようです。OI 7773Å、OI 8446Å輝線がさらに発達しています。これは Rc

等級、Ic等級が明るくなる傾向に大きく寄与していると思われます。NII 5679Å、 [NII]5755Å輝線も見え

てきました。 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

９月２３日９月２３日９月２３日９月２３日    

 バルマー系列は相変わらず強いのですが、このころからバルマー系列以外の輝線の様子が変化していきま

す。FeII の輝線が弱くなってきました。OI 8446Å輝線がさらに発達しています。禁制線の[OI]が強くなっ

てきました。HeI 5876Å、HeI 7065Å輝線が発達しています 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



 

 

10101010 月月月月 12121212 日日日日    

 FeII の輝線、OI 7773Å、OI 8446Å輝線が弱くなってきました。Rc等級、Ic 等級がすこしずつ暗くなる傾

向と一致しています。[OIII]4959Å、[OIII]5007Å輝線が強くなってきました。このころには、バルマー系

列以外の輝線は初期のものと大きく異なってきました。OI 8446Å輝線が弱くってきています。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

10101010 月月月月 30303030 日日日日    

[OIII]4363Å、[OIII]4959Å、[OIII]5007Å、CIII/NIII 4640Å輝線が強くなってきました。OI 8446Å輝

線がかなり弱くなりました。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



 

 

11111111 月月月月 22222222 日日日日    

[OIII]4363Å、[OIII]4959Å、[OIII]5007Å、CIII/NIII 4640Å輝線が強くなってきました。OI 8446Å輝

線がかなり弱くなりました。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

12121212 月月月月 24242424 日日日日    

11 月 22 日とそう大きくは変わっていません。 [OIII]4363Å、[OIII]4959Å、[OIII]5007Å、CIII/NIII 

4640Å輝線があいかわらず強い状況が続いています。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 



 

 

光度変化とスペクトル変化の光度変化とスペクトル変化の光度変化とスペクトル変化の光度変化とスペクトル変化のまとめまとめまとめまとめ    

光度曲線上に輝線スペクトルの変化をまとめておきました。 

 

（１）極大期から減光初期  第 1 段階 

   P Cyg プロファイルは極大期のみに見られました。バルマー輝線は極大期に少し弱くなりましたが、 

  非常に強い輝線です。8 月 22 日頃から[OⅠ]、OⅠ輝線が現れ、徐々に強くなっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）減光初期  第 1 段階から第 2段階へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FeⅡ輝線は 10 月初めころに弱まり、代わって、 [OIII]4363Å、[OIII]4959Å、[OIII]5007Å、

CIII/NIII 4640Å輝線が強くなります。OⅠ輝線も 10 月終わりには弱くなりました。 
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